
李
賀は

じ
め
に 「

傷
心
行
」

の

「
落
照
」

と

「
飛
蛾
」

に
つ
い
て

田

健
太

「
傷
心
行
」
(
日
[
一
〈
企
明
『
李
長
吉
歌
詩
編
年
築
注
』
中
華
書
局
、

は
次
の
よ
う
に
一
一
諒
じ
ら
れ
て
い
る
。

二

O

二一、

巻
六
。

全
八
句
。

中
唐
の
詩
人
で
あ
る
李
賀
(
七
九

0
1
八
二
ハ
)

の

ー
咽
昭
学
楚
吟

2
病
骨
傷
幽
素

3
秋
姿
白
髪
生

4
木
葉
時
風
雨

5
灯
青
欝
膏
歓

6
落
照
飛
蛾
舞

7
古
壁
生
凝
塵

8
一
報
魂
夢
中
語

以
下
『
筆
注
』
)

咽
n因

病
骨

秋
姿

楚
吟
を
学
び

幽
素
を
傷
む

白
髪
生
じ

木
葉

風
雨
に
怖
く

灯
青
く
し
て
欝
膏
歓
き
ん
と
し

古
壁

落
照
に
飛
蛾
舞
う

凝
塵
生
じ

同
鞠
魂

夢
中
に
語
る

「
一
鞠
魂
」

い
つ
の
作
で
あ
る
か
は

の
語
か
ら
、

旅
中
に
あ
っ
た
と
き
の
作
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

第
八
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る

と
し
て
こ
の
一
首
を
位
置
づ
け
る
と
お
り
で
あ
る
ニ

O

は
っ
き
り
し
な
い
。
李
賀
詩
の
大
部
分
を
編
年
し
た
、
『
築
注
』
が

「
未
編
年
詩
」

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

二
五
頁
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O 

二
六
頁

本
稿
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
第
六
句
で
あ
る
。
清
・
王
痛
は

「蛾」

を

~lx 

に
作
っ
た
上
で
、

次
の
よ
う
な
注
を
付
し
て
い
る
。

第
五
・
六
句
の
解
釈
に
関
わ
る
部
分
を
山
引
こ
う
よ

O

灯
青
蘭
膏
歌
、

灯
久
膏
将
尽
、

王
逸
注
、
蘭
膏
、

則
茸
〈
焔
低
暗
作
青
色
。
落
陥
…
飛
妓
舞
、

灯
花
謝
落
、

因
飛
蛾
舞
触
所
致
。

:
。
『
楚
辞
』
、

蘭

事
問
明
燭
、
華
容
錯
此
ニ
。

ん
と
す
れ
ば
、

則
ち
其
の
焔

以
蘭
香
煉
膏
也

低
暗
に
し
て
青
色
を
作
す
。
落
照
に
飛
蛾
舞
う
と
は
、

蘭
膏
の
明
燭
、
華
容
錯
く
と
よ
o

(
灯
青
く
し
て
蘭
膏
歎
き
ん
と
す
と
は
、謝

り
落
つ
る
は
、

灯
久
し
く
し
て
膏
将
に
尽
き

灯
花

飛
蛾
の
舞
い
て

触
る
る
に
函
り
て
致
す
所
な
り
。

膏
を
煉
る
な
り
と
)
。

:
。
『
楚
辞
』
に
、

王
逸
の
注
に
、
諮
問
膏
は
、
蘭
香
を
以
て

第
五
匂
は
、

灯
火
が
長
い
時
間
灯
さ
れ
て
い
る
た
め
に
泌
が
尽
き
よ
う
と
し
、
火
火
が
小
さ
く
な
り
、

暗
く
な
っ
て
、
青
色
を
呈
し
て

い
る
こ
と
を
い
う
。

「
灯
花
」

と
は
、

燃
え
た
後
の
灯
芯
が
花
状
に
m
聞
い
た
も
の
。

王
清
注
に
拠
れ
ば
第
六
匂
は
、

蛾
が
舞
い
飛
ん
で

触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
燃
え
た
後
の

「
灯
花
」
が
落
下
し
た
情
景
を
詠
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

明
・
ハ
曾
益
は
や
や
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。

光
途
主
円
。
落
照
非
タ
照
。
灯
尽
市
光
超
也

尽
き
ん
と
し
て
光
週
る
な
り
)
。

ア
J
Jヰ
寸
わ
入
、

A
F
J
4
a
日向

同
じ
く
第
五
・
六
匂
に
該
当
す
る
注
を
引
く
よ
o

光
途
い
よ
青
し
。
落
照
は
タ
照
に
非
ず
。
灯

(
灯
将
に
欽
き
ん
と
し
て
、

第
五
匂
の
解
釈
は
王
埼
と
同
様
で
あ
る
が
、

「
落
照
」

の
語
に
つ
い
て
曾
益
は
、

落
下
し
た

「
灯
花
」

で
は
な
く
、

火
勢
の
衰
え
た

灯
火
と
捉
え
て
い
る
。

つ
ま
り
、
第
五
匂
と
第
六
句
の

「
落
照
」

の
諾
は
、

一
口
葉
を
変
え
な
が
ら
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
の
こ
と
を
繰
り

返
し
て
詠
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
解
釈
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

例
え
ば
、
劉
術
『
李
賀
詩
校
築
証

異
』
(
湖
南
出
版
社
、

九
九
O 

土、

「
:
:
:
灯
油
之
将
尽

飛
蛾
之
撲
灯
火
、

頗
有
末
日
将
臨
之
感
」

と
し¥

し1

徐
伝
武
『
李
賀
詩

集
訳
注
』
(
山
東
教
育
出
版
社
、

一
九
九
二
)
lま

「
今
訳
」

に
お
い
て
、

「
油
灯
里
一
脅
脂
将
尽
、

灯
焔
児
発
青
、
/
昏
暗
的
残
光
中
、

飛



蛾
乱
舞
乱
磁
」

と
一
訳
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
訳
も

「
灯
花
」

が
落
下
し
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
な
い
た
め

よ
り
亘
接
的
に
は
曾
益
注

を
承
け
て
い
る
こ
と
、
が
わ
か
る
。

邦
訳
に
お
い
て
も
、

鈴
木
虎
雄
『
李
一
長
吉
歌
詩
集
』

(
岩
波
書
応
、

一
九
六
こ

カミ

「
落
照
」

γ
」

、

「
灯
火
の
衰
う
る
を
い
う
」

と
注
を
付
し
た
上
で
、

当
該
詩
の
第
五
・
六
句
を
、

「
灯
の
光
は
青
く
て
蔚
香
の
あ
ぶ
ら
が
尽
き
て
き
た
、

灯
火
が
消
え
か
か
る
あ
た
り
に
蛾
が
舞
い
と
ん
で
い
る
」

と
一
訳
出
し
て
以
来
、

ほ
ぼ
大
差
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
o

ハ
曾
益
が

「
落
照
は
タ
照
に
非
ず
」

と
注
し
て
い
る
の
は

「
落
熊
」

の
基
本
的
な
語
義
は
落
日
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
漢
語
大
詞
典
』
が

「
夕
陽
的
絵
輝
」
、

夕
陽
の
余
光
と
の
み
説
明
を
加
え
る
と
お
り
で
あ
る
。

実
は
、

「
落
照
」

か
ら
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
が
連
想
で
き
る

の
は
、

飛
蛾

の
語
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

飛
蛾

が
灯
火
と
よ
く
な
じ
む
詩
語
で
あ
っ
た
た
め
に
、

ニ
洛
昭
…
」

か
ら
火
勢
の
衰
え

た
灯
火
へ
の
連
想
が
容
易
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

李
賀
の
よ
う
に

ニ
洛
昭
…
」

を
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
と
し
て
用
い
た

例
は
他
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た

日
間
じ
く
第
六
匂
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る

「
飛
蛾
」

の
語
は

李
賀
以
前
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
賀
の
用
い
方
に
創
意
は
見
出
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下

こ
れ
ら
の
点
に
着
医
す
る
こ
と
で
、

一
句
の
表
現
上
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る

「
落
照
」

に
つ
い
て

詩
に
お
い
て
最
初
に

「
落
昭
一
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

周
続
之
・
陶
淵
明
と
と
も
に

「
尋
陽
三
隠
」

と
も
呼
ば
れ
た
劉
程

之

(
三
五
回
f
¥
J

呂
一

O
)
。〉

「
奉
和
都
揺
土
遺
民
」

(
『
鹿
山
路
記
』
。

全
一
六
句
)

で
あ
る
3
0

『
詩
経
』
『
楚
辞
』
に

「
十
洛
昭
ご

〉
五
口
土

。一一コ口
1
5

見
ら
れ
な
い
。
釣
程
之
の
詩
は
こ
の
一
首
が
残
る
の
み
で
あ
る
。

永
く
玄
匠
に
津
さ
れ
ん
こ
と
を
陶
び

日
永
陶
津
玄
匠

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
昭
一
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

二
七
頁
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ば

ω
落
熊
侠
虚
断

「
永
陶
」

十
品
、

図
を
積
累
し
て
、

O 

二
八
頁

務
陥
…

)1霊
!万?
よ

も

イ尖R
な

後
の
例
で
は
あ
る
が
、
梁
・
王
茂
「
答
」

永
く
慈
し
み
誘
か
る
る
を
淘
ぶ
べ
し
ご

「
方
当
積
累
来
菌
、
永
陶
慈
誘
(
方
当
に
来

(
『
弘
明
集
』
巻
一

O
)

γ
」

、

ILW

‘
 

「
玄
一
低
」

。〉

「
芙
蓉
賦
」

γ
」

、

は
、
侍
一
売

「
伊
玄
一
証
之
有
権
、
悦
嘉
十
汁
於
中
渠
(
伊
れ
玄
一
匹
の
陰
る
有
り
て
、
嘉
十
汁
を
中
渠
に
悦
ば
ん
)
」

と
あ

(
三
七
回
'za--
，
四
二
六
)

と
あ
る
。

(
『
芸
文
類
取
水
』
巻
八
二

そ

る
。
名
工
、

す
ぐ
れ
た
職
人
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

落
日
は
明
け
方
の
太
陽
よ
り
も
大
き
く
見
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

虚
日斤

も
見
慣
れ
な
い
語
で
あ
る
が
、

明
け
方
で
あ
ろ
う
か
。

次

「
落
照
」

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
第
十
六
句
は
、

σ〉

四
句
)

で
あ
る
。

ー
川
一
平
落
日
遅

2
落
照
満
川
様

7
寒
烏
逐
査
漆

8
長
ム
号
ム
良
目

尖
U

止
智
γ

治
不
+
す
、
v
i
￥
ア

9
臨
泥
自
多
美

ω況
乃
還
故
郷

の
語
が
用
い
ら
れ
る
詩
は
、
例
制
孝
紳
(
四
八
一

i
五
三
九
)

(
『
初
学
記
』
巻
六
。

yへ
ゴ二

「
太
子
獄
落
日
望
水
詩
」

川
平
ら
か
に
し
て
落
田
、
超
か
に

落
照

満
川
渡
る

寒
出
馬

浪査日

去を~
す1.λ 逐
し1 し1

3泊て

す;宇

綴
鵜

臨
み
乏
か
べ
ば
自
ら
美
多
し

況
や
乃
ち
故
郷
に
還
る
を
や

「
落
照
」

蛾
の
よ
う
な
昆
虫
で
は
な
い
も
の
の
、
烏
や
鵜
と
い
っ
た
烏
と
と
も
に

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、

落
日
に
鳥
た
ち
が

飛
ぶ
情
景
に

「
美
」
が
見
出
さ
れ
て
も
い
る
。

を
三
例
用
い
て
い
る
。

ま
ず
は

梁
の
簡
文
帝
・
斎
綱
(
五

O
三
{
)
五
五
二

斗
E

品、

「
落
照
」

「
和
徐
録
事
見
内
人
作
臥
昌
一
ハ
詩
」

(司玉



台
新
一
詠
』
巻
七
。

全
二
二
句
)

を
見
て
い
き
た
い
。

「
徐
録
事
」

を
指
す
。

内

徐
陵
の
父
で
あ
る
徐
檎
(
侶
七
一

i
五

五

二

と
は
、

密
一
房
寒
日
娩

人
」
は
宮
女
の
こ
と
。
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

寒
日
娩
る

窓
辺
に
度
る

落
照
度
窓
辺

密
一
男

落
照

{
呂
女
の
い
る
部
屋
の
窓
辺
に
落
日
の
光
が
差
し
込
む
と
い
う
の
で
あ
る
。
引
用
し
た
勾
以
降
、

徒
ら
に
自
ら
憐
ま
ん
こ
と

の
良
さ
を
褒
め
た
上
で
、

宮
女
が
仕
立
て
た
夜
着
の
で
き
ば
え

末
尾
に
、

「
更
恐
従
軍
別
、

空
林
徒
自
憐

(
更
に
恐
る
従
軍
の
別
れ
、

tl木

同
じ
く
薪
織
の

と
あ
る
よ
う
に
、
夫
と
の
離
別
を
危
倶
す
る
措
辞
で
結
ぼ
れ
る
。

と

を
ご

「
大
向
八
年
秋
九
月
詩
」

八
。
全
四
句
)

て
い
る
。

9
落
照
暫
一
中
満

ω浮
煙
機
外
通

3
晩
風
綴
鶴
来

4
落
照
参
差
好

先
の
詩
も
含
め
て
、

か
が
わ
れ
る
。

を
挙
げ
て
お
こ
う
。

落
昭
一

浮
煙

I!免
風

落
昭
…

「
落
照
」

(
『
芸
文
類
取
水
』
巻
二
八
。

「
大
同
九
年
秋
七
月
詩
」

(
『
芸
文
類
取
水
』
巻
二

全
一
二
句
)

詩
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

ど
ち
ら
の
詩
も
秋
の
景
物
を
描
写
す
る
中
で

「
落
照
'
一

が
用
い
ら
れ

整
中
に
満
ち

椀
外
に
通
、
ず

(
「
大
同
八
年
秋
九
月
詩
」
)

参え織5
差し風55
とと
しし
てて
好来
した

り

(
「
大
同
九
年
秋
七
月
詩
」
)

と
対
に
な
る
語
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
斎
綱
が

「
落
照
」

の
用
い
方
に
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
う

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

二
九
頁
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朱
超
の

「
対
雨
詩
」

冒
頭
の
凶
句
を
引
こ
う
。

当
夏
苦
炎
挨

習
静
対
花
ム
口

落
照
依
山
尽

浮
涼
帯
雨
来

「
炎
挨
」

O 

三

O
頁

(
『
初
学
記
』
巻
二
。

全
一
二
句
)
斗
1

匹、

溶
日
が
沈
ん
で
雨
が
降
り
出
し
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。

夏
に
当
た
り
て
炎
挨
に
苦
し
み

習
静
し
て
花
台
に
対
す

落
照

山
に
依
り
て
尽
き

浮
涼

雨
を
帯
び
て
来
た
る

「
習
静
」

は
、
座
禅
の
よ
う
に
心
静
か
に
修
練
す
る
こ
と
。

「
一
洋
治
山
」

は
軽
く
浮
き
上
が
る
よ
う
な
涼
気

は
真
夏
の
暑
さ
。

を
指
す
。
第
三
・
四
句
は
、
焼
け
付
く
よ
う
な
落
日
が
沈
ん
で
、
涼
し
さ
を
帯
び
た
一
雨
が
降
り
始
め
た
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

に
四
十
九
歳
で
卒
し
た
張
正
見
の

「
長
安
有
狭
斜
行
」

全
八
句
)

(
『
楽
府
詩
集
』
巻
三
五
。

次
に
、

太
建
中
(
五
六
九

i
五

八

二

を
見
ょ
う
。

5
権
高
同
落
照

6
巷
小
共
飛
花

第
五
句
は
、

権
高
く
し
て
落
照
と
同
じ
く

巷
小
さ
く
し
て
飛
花
と
共
に
す

ひ
さ
し
が
落
日
と
同
じ
位
置
に
あ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
詩
に
お
い
て
、

の
高
さ
に

「
落
照
」

着
目
し
た
用
法
は
な
か
っ
た
。

「
落
照
」
、
が
三
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
次
に
ま
と
め
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

5
軽
飛
入
定
影

江
総
(
五
一
九

i
五
九
四
)

軽
飛

定
影
に
入
り

6
落
部
…
有
疎
陰

の
詩
に
は

落
昭
…

疎
陰
有
り

(
「
経
始
興
広
果
寺
、

題
憧
法
師
山
一
房
詩
」
、
『
初
学
記
』
巻
二
三
、

全
八
句
)



5
驚
風
起
朔
雁

6
落
招
…
尽
胡
桑

ー
白
露
涼
風
吹

2
朱
明
落
照
移

「
経
始
興
広
果
寺
、

-~

Zマ
」ー

と

「
一
一
諒
蝉
詩
」

驚
風
に
朔
雁
起
ち

十洛招…

胡
桑
に
尽
く

(
「
弁
州
羊
腸
坂
詩
」
、

『
文
苑
英
華
』
巻
二
八
九
、

全
八
匂
)

白
露

涼
風
吹
き

朱
明

落
照
移
る

(
「
一
一
諒
鰐
詩
」
、
『
芸
文
類
取
水
』
巻
九
七

全
六
勾
)

題
憧
法
師
山
一
房
詩
」

「
井
川
羊
腸
坂
詩
」

「
落
昭
一
」
、
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
井
州
羊
腸
坂

は
鳥
と
と
も
に

と

lま

風
と
対
に
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
一
一
諒
蝉
詩
」

は
昆
虫
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
点
で
注
自
さ
れ
る
。
第
一

詩
の
末
尾
の
、

匂
は
季

良P
の
推
移
を

第

句
『は
弓子 一一
忽門
去1] 二
讐品
川間

二の

Z努
↑寸日示
れ?と
ば Ii¥

管を
z z 
が'7"
如よ
き

え71く
も

じ
て

尋い
ね v

て
ん
と
す
才も

ば
会ワ

、ら

去り
ぺ〉

て
知

難
し

と

輝
の
短
い
命
を
端
的
に
表
徴
し
て
い
よ
う
。

「
付
声
如
易
得
、

う
匂
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

9
亭
皐
落
照
尽

慮
思
道
(
五
三
五

1
五
八
六
)落

照
尽
き

ω原
野
泣
寒
初

日
鳥
散
空
城
タ

の

「
遊
梁
城
詩
」

に
も
「
落
昭
一
」
、
が
見
え
る
。

(
『
文
苑
英
華
』
巻
三

O
九。

全
一
六
句
)

皐
原
野

泣
寒
初
む

鳥
は
散
ず

空
城
の
夕
べ

江
総
の

12 
煙

室宮
古

五樫
州、I)J;J1' 

羊

腸

坂

詩

ま
た
、

対
で
は
な
い
も
の
の
、

煙
は
鈴
え
て
吉
樹
疎
ら
な
り

に
お
い
て
も

「
落
照
」
、
が

「
尽
」

と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

「
烏
」
や
「
煙
」
、
が
登
場
す
る
例
も
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

頁



筑
波
中
国
文
化
論
議
第
三
十
二
号

慧
浄
(
五
七
八
(
)
六
四
五
)

7
落
照
侵
虚
踊

客
沼
山
t
i
i
 

8
長
虹
柁
跨
橋

長

虹

虹
と
対
に
し
た
と
こ
ろ
に
工
夫
が
見
出
せ
る
。
窓
か
ら
落
日
の
陽
が
入
り
込
む
と
い
う
第
七
句
の
情
景
は
、

窓
辺
に
度
る
」

と
あ
る
。

O 

頁

。〉

「
和
慮
賛
府
遊
紀
国
道
場
詩
」

こ
ま
、

(
『
古
詩
紀
』
巻
二
二
八
。

全
一
二
句
)

跨 j童
橋 j揺
をを
柁ひ侵

くし

例
え
ば
先
に
見

た
斎
綱
「
和
徐
録
事
見
内
人
作
臥
具
詩
」

そ
の
ほ
と
ん

の
第
二
匂
に

「
落
照

と
あ
っ
た
の
と
発
想
が
類
似
す
る
。

李
賀
以
後
の
例
も
含
め
れ
ば
、
『
全
唐
詩
』
に
百
例
ほ
ど
あ
る
よ
o

唐
代
に
入
る
と
さ
ら
に
用
例
数
は
増
え
、

し
か
し

詠
じ
た
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

ど
す
べ
て
が
落
日
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
陳
子
良

こ
こ
で
は

「
傷
心
行
」

の
第
六
勾
の
よ
う
に
、

「
落
照
」

と
昆
虫
を
取
り
合
わ
せ
て

(
五
七
五

i
六
三
二
)

γ

」
十
品
、

「
落
昭
一
」

。〉

「
夏
娩
尋
子
政
世
置
、
酒
賦
韻
」

(
『
文
苑
英
華
』
巻
二
一
回
。

全
八
句
)

5
長
検
落
照
尽

長
総

「
暮
蜂
」
が
対
と
し
て
一
一
諒
じ
ら
れ
て
い
る
。

落
照
尽
き

と

6
高
柳
暮
鯨
吟

高
柳

検
の
あ
た
り
に
落
日
が
沈
ん
で
い
き
、
柳
の
あ
た
り
で
は
蜂
が
鳴
い
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

と

「
落
照
」
が
詠
じ
ら
れ
て

車産
揚

暮
蜂
吟
ず

(
『
文
苑
英
華
』
巻
二
七
二
。

「
送
王
光
輔
帰
青
州
、
兼
寄
朱
侍
郎
」

い
る
。5

鰹
声
駅
路
秋
山
裏

6
草
色
河
橋
落
照
中

対
で
は
な
い
が
、

歌
濯
の

全
八
匂
)

「
鰭
声
」

こ
十
品
、

蝉
声

駅

路

秋
山
の
裏

首
「一

色

河
橋

落
照
の
中

「
晩
夏
即
事
、

臨
南
居
」

(
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
五
三
。

全
一
二
匂
)

「
落
照
」

と
蝉
が
一
一
政
じ
ら
れ

も



て
い
る
。
第
五
句
か
ら
第
八
句
を
引
こ
う
。

広
庭
鈴
落
照

広
庭

落
照
を
鈴
し

高
枕
対
関
一
扉

高
枕

関
一
扉
に
対
す

樹
色
迎
秋
老

樹
色

秋
を
迎
え
て
老
い

鰐
声
過
雨
稀

織
づゴ
戸コ

雨
を
過
ぎ
て
稀
な
り

秋
の
一
雨
が
降
っ
て
輝
の
声
が
関
こ
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
詠
う
。
先
の
韓
鳩
詩
と
同
じ
よ
う
に

「
蝉
声
」

の
語
が
用
い
ら
れ
て

ー

〉

O

し
メ

b

こ
れ
ら
の
唐
詩
に
は
、
先
に
見
た
江
総
「
一
一
諒
蜂
詩
」

か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。

い
ず
れ
の
詩
も
対
句
中
に

「
落
照
」

と
昆
虫
が
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、

匂
に
合
わ
せ
て
詠
じ
た
例
は
な
い
。

ま
た
、

「落…昭…」

。〉

用

い
方
が
異
な
る
た
め
、

単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
蝉
以
外
の
昆
虫
と

「
落
照
」

を
詠
じ
た
例
が
な
い
点
に
も

「
山
知
拐
、
い

{

J

 

行
」
第
六
匂
の
特
質
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
こ
ま
で
、

李
賀
以
前
の
詩
に
お
け
る

「
落
照
」

の
用
例
を
概
観
し
て
き
た
。

「
落
照
」

斗
品
、

こ
の
語
が
初
め
て
詩
に
用
い
ら
れ
た

頃
か
ら
落
日
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
以
降
の
詩
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。

李
賀
の
よ
う
に
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
と
し
て

二
洛
昭
…
」

を
用
い
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。

「
は
じ
め
に
」

で
引
い
た
ハ
曾
益
注
に
は
、

「
落
照
は
タ
照
に
非
ず
」

と
あ
っ
た
。

「
落
照
」

の
語
は
一
般
的
に
は
落
田
を
意
味
す
る
た

め

「
傷
心
行
」

に
お
い
て
は
そ
う
で
な
い
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
落
照
」

を
基
本
義
で
あ
る
落
日
と
し
て

捉
え
た
解
釈
が
な
い
で
は
な
い
。
清
・
方
世
挙
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
よ
o

落
熔
飛
蛾
舞
、

言
日
未
摂
而
月
又
起
点
矢
。

tf支
是
婚
女我

(
落
熔

飛
蛾
舞
う
は
、

日
未
だ
摂
れ
ず
し
て
月
又
起
こ
る
を
言
う
。
蛾

は
是
れ
嬬
蛾
な
り
)
。

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
田
一
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

第
三
十
二
号

O 

三
回
一
員

「
飛
蛾
」

の
諾
を
、

予{:::1I'f 
ブヤい

び〉

妻
で
あ
り

月
の
異
称
で
も
あ
る
始
賊
に
比
定
し
て
い
る
。
方
世
挙
の
解
釈
に
従
え
ば
当
該
句
は
、

落
日

が
沈
み
き
ら
ず
、

か
す
か
な
明
る
さ
を
残
し
て
い
る
う
ち
に
月
が
昇
っ
た
情
景
を
描
写
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
解
釈
は
、

馬
少
軽
『
李
賀
詩
歌
築
評
』

(
河
南
大
学
出
版
社
、

O
一
二
)

に
よ
っ
て

「誤」

り
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

た
し
か
に

「
傷
心
行
」

。コ

文
脈
か
ら
考
え
て
方
世
挙
の
解
釈
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
第
五
句
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
灯
油
の
尽
き
よ
う
と
す
る

灯
火
の
描
写
か
ら
、

十
字
賀
が

「
落
照
」

に
見
出
し
た
新
た
な
語
義
は
、

詩
の
背
景
が
夜
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
方
世
挙
の
解
釈
が
一
般
的
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

後
の
読
み
手
に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

そ
れ
で
は
、

李
賀
の
他
の
詩
に
お
い
て
、

火
勢
の
衰
え
た
灯
火
は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
の
詩
句

を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、

「
落
熊
」

の
句
の
特
質
が
さ
ら
に
明
確
に
な
ろ
う
。

李
賀
詩
に
お
け
る
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
を
示
す
詩
句
に
つ
い
て

最
初
に
、

冗
和
四
年
(
八

O
九
)

に
詠
じ
ら
れ
た

「
日
田
谷
読
書
、

一
不
己
童
」

(
『
筆
注
』
巻
一
。

全
四
句
)

を
見
て
い
く
こ
と
と
し

ょ
う
。ー

虫
響
灯
光
薄

虫
響
き
て
灯
光
薄
く

宵
寒
く
し
て
薬
気
濃
や
か
な
り

2
宵
寒
薬
気
濃

虫
の
音
が
響
き
、

灯
火
の
光
は
薄
い
。
夜
は
寒
く
、
煎
じ
薬
が
濃
く
立
ち
込
め
る
と
い
う
。

命
日
益
が
、

「
虫
響
灯
薄
、
宵
寒
薬
濃
、

其
愁
病
可
知

(
虫
響
き
て
灯
薄
く
、
宵
寒
く
し
て
薬
濃
や
か
な
る
は
、
主
〈
の
病
に
愁
う
る
こ
と
知
る
可
し
ご

と
い
う
よ
う
に
、
病
を

患
っ
て
愁
い
に
沈
む
夜
の
描
写
と
な
っ
て
い
る
。

「
虫
盤
国
」

の
語
は
、

他
の
唐
詩
に
お
い
て
も
、

灯
火
と
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
る



こ
と
が
あ
る
。

匂
)
を
引
い
て
お
く
。

5
泉
流
通
井
脈

6
虫
響
出
踏
陰

7
夜
静
渓
声
徹

8
寒
灯
尚
独
吟 こ

こ
で
は
、

挑
合
や
面
貝
由
一
向
ら
と
詩
を
贈
答
し
合
っ
て
い
た
周
賀
の

秋
田
仙
」

山

(
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
七
一
二
。

全
八

泉
流
れ
て
井
脈
に
通
じ

虫
響
き
て
緒
陰
よ
り
出
づ

夜
静
か
に
し
て
渓
声
徹
り

寒
灯
に
尚
独
吟
す

李
賀
の
初
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る

虫

思

隠

鈴

清

「
灯
光
」

の
語
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
詩
語
で
は
な
く
、

虫
と
取
り
合
わ
せ
て
詠
じ
ら
れ
た
例
と
し

(
灯
光

挑
係
「
楊
参
軍
荘
、

な
お
、

歌
と
し
て
方
に
寂
し
く
、

て
は
、

送
(
子
文
遜
」

(
吋
唐
詩
紀
事
』
巻
二
七
。

全
一
二
句
)

「
灯
光
秋
方
寂
、

の
第
九
・
十
句
に
、

虫
田
dじ」、

総
清
を
隠
す
)
」

「
薄
」
字
を
用
い
る
の
は
、

と
見
え
る
。

灯
火
の
形
容
に

李

賀

冗
和
六
年
(
八

以
前
の
詩
や
以
後
の
唐
詩
に
も
見
当
た
ら
な
い
こ
c
o

人

賀
復
継
四
首
」

灰
暖
残
香
姓

髪
冷
車
円
虫
箸

夜
遥
灯
熔
短

経
熟
小
扉
深

こ
の
詩
は
、

〈
其
三
〉

一
¥、d ノ

の
作
と
さ
れ
る
、

「
謝
秀
才

座
人
製
詩
噺
諮
、

有
妾
縞
線
、

秀
才
引
留
之
不
得
、

後
生
感
憶
、

改

従

〈笠〈三〉

(
『
築
注
』
巻
三
。

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
句
か
ら
第
六
句
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

全
八
句
)

灰
は
暖
か
な
り

残
香
の
位

髪
は
冷
や
や
か
な
り

青
虫
の
鈍
田

夜
遥
か
に
し
て
灯
焔
短
く

唾
り
熟
し
て
小
堺
深
し

謝
秀
才
の
妾
で
あ
っ
た
縞
練
が
他
人
に
嫁
し
て
い
っ
た
こ
と
を
噸
り
誹
っ
て
作
っ
た
連
作
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
。

は
、
他
所
に
嫁
し
て
い
っ
た
縞
練
が
過
ご
す
夜
の
よ
う
す
を
描
写
し
て
い
る
。
第
五
匂
で
は
、

灯
火
の
形
容
に

「
短
」
字
を

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

三
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
叢

用
い
て
い
る
が
、

あ
る
。

兵
話
こ
、

一ω
エ¥
H
H吋

}
b
t

検
骨
一
吉
焼
燭
短

看
剣
引
杯
長

と
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。 第

三
十
二
号

O 

ニ
ム
ハ
頁

こ
う
し
た
詠
じ
方
は
社
甫
「
夜
宴
左
氏
荘
」

(
『
杜
詩
詳
註
』
巻
一
。

以
前
の
詩
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で

全
八
句
)

蓄
を
検
し
て
燭
を
焼
く
こ
と
短
く

剣
を
看
て
杯
を
引
く
こ
と
長
し

左
氏
の
所
蔵
す
る
書
物
を
関
す
る
う
ち
に
蝋
燭
が
短
く
な
っ
て
い
き
、
剣
を
見
て
は
杯
を
引
き
つ
け
て
ゆ
っ
た

李
賀
は
社
南
の
一
一
諒
じ
方
に
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
加
賀
と
向

り
、
婚
を
飲
む
と
い
う
。
諸
注
と
も
に
指
摘
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

や
自
居
易
(
七
七
二

1
八
四
六
)

を
始
め
と
し
て
、

中
唐
か
ら
晩
唐
に
か
け
て
類
例
が
増
え
て
い

/
¥
修
二
O

ま
た
、

時
期
の
元
様
(
七
七
九

i
八
一
二
一
)

と
い
っ
た
詩
語
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
こ
古

「
短
焔
」
や
「
短
燭
」

「
青
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
直
接
的
で
は
な
い
も
の
の
第
五
句
の

「
灯
焔
短
し
」

と
結
び
つ
く
よ
う

李
賀
の
詩
の
第
四
匂
に
は

に
も
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、

二
月
」
字
を
背
後
に
響
か
せ
な
が
ら

小
さ
な
青
い
炎
が
自
然
と

「
傷
心
行
」

に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
な
、

ま
た
、

箸
の
形
状
で
は
あ
る
が
、

「
虫
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、

連
想
で
き
る
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
傷
心
行
」
第
六
句
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
近
似
性
が
看
取
さ
れ
る
。

(
『
婆
注
』
巻
四
。

全
二

O
匂
)

、ヂ司除

、F ・句句"

冗
和
七
年
(
八
二
一
)

に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。

次

「
秋
涼
詩
、
寄
正
字
十
二
兄
」

「
此
如
実
家
居
寄
兄
正
字
之
詩
也

を
引
く
。

李
賀
は
奉
礼
郎
の
職
を
辞
め
て
故
郷
で
あ
る
昌
谷
に
戻
っ
て
い
る
。

の
年
の
春
、

例
え
ば
挑
文
愛
が
、

と
い
う
よ
う
に
、

李
賀
が
故
郷
か
ら

に
寄
せ
た
も
の
で
あ
る
。

5
露
光
泣
残
慧

(
此
れ
賀
家
居
し
て
兄
正
字
に
寄
す
る
の
詩
な
り
)
」

露
光

連残
夜惹
発T泣
るき

6
虫
響
連
夜
発

7
一
房
寒
寸
輝
薄

「
正
字
十
二
兄
」

虫
響

一
房
寒
く
し
て
寸
輝
薄
く



8
迎
風
絡
紗
折

風
を
迎
え
て
粋
紗
折
る

昌
谷
で
の
夜
の
点
景
を
描
い
て
い
る
。

王
靖
は
第
七
句
の

「
寸
輝
薄
」

に
つ
い
て
、

「
寸
輝
、

灯
告
。
薄
者
、

不
明
貌
(
寸
輝
は
、

灯
な
り
。
薄
し
は
、

明
ら
か
な
ら
ざ
る
貌
ご

と
注
を
付
し
て
い
る
。

「
寸
輝
」

の
語
は
李
賀
以
前
の
詩
に
見
え
な
い
。
李
賀
以
後
の
唐

「
搬
花
一
麗
句
間
重
検
、
文
髪
衰
容
惜
寸
輝
(
淑
花

一
冗
模
「
酬
復
言
長
慶
四
年
元
日
郡
斎
感
懐
見
寄
」
(
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
二
。

重
検
問
か
に
、
文
髪

全
一
六
匂
)
σ〉
第
十

-
十
二
句
に
、

詩
を
含
め
て
も
、

一
麗
句

衰
容

す
輝
を
惜
し
む
)
」

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

詩
題
に
あ
る
と
お
り
、

こ
の
詩
は
長
慶
四
年

(
八
二
回
)

の
作
で
あ
る
か
ら
、
李
賀
の
方
が
早
い
こ
と
に
な
る
。

「
す
輝
」

は
李
賀
の

造
語
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

た
と
お
り
で
あ
る
こ
百

ま
た
、

灯
火
の
形
容
に

「
薄
」
字
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
も
述
べ

こ
の
詩
に
は

「
虫
響
」

の
語
も
見
え
て
い
て

「
日
田
谷
読
書
、

示
巴
童
」

と
発
想
を
近
く
す
る
こ
ち

γ

川
和
十
一
年

(
八
一
六
)

の
作
で
あ
る

「
秋
来
」

(
力
安
注
』
巻
五
。

全
八
匂
)

の
第
二
句
に
は
、

「
衰
灯
」

の
語
が
見
え
て
い
る
。

棋
風
驚
心
壮
士
苦

桐
風

心
を
驚
か
せ
て
壮
士
苦
し
む

衰
灯
絡
緯
時
寒
素

衰
灯

絡
緯

寒
素
に
怖
く

「
衰
灯
」

斗
E

小、

王
友
勝
・
李
徳
輝
『
李
賀
集
』
(
岳
麓
室
田
社
、

二

O
O
一
一
一
)
が
、

「
衰
灯
、

残
灯
・
暗
灯
」

と
い
う
よ
う
に
、

火
勢
の

衰
え
た
灯
火
の
こ
と
で
あ
る
。
李
賀
以
前
に
用
例
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
築
注
』

lま

「
絡
緯
」

に
つ
い
て
、

『
古
今
注
』
を
引
き
な
が
ら
、

「
絡
繰
、

虫
名
、

俗
名
『
紡
織
娘
』
。
雀
豹
『
古
今
注
』
巻
中
、

『
十
沙
難
、

一
名
促
織
、

一
名
絡
緯
、

謂
其
鳴
声
如
紡
績
温
』
」

と
い
う
。

き
り
ぎ
り
す
、

あ
る
い
は
こ
お
ろ
ぎ
で
あ
る
と
も
い
う
。

灯ー

火
と
虫
の
取
り
合
わ
せ
ば
本
節
で
見
て
き
た
李
賀
の
詩
に
共
通
す
る
。

こ
こ
ま
で
、

李
賀
の
詩
に
措
か
れ
た
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
に
つ
い
て
確
認
し
て
き
た
。

李
賀
は

「
寸
輝
」
や
「
衰
灯
」

と
い
っ
た
、

彼
の
造
語
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
語
を
用
い
て
い
た
。

ま
た
、

灯
火
の
形
容
に

「
薄
」
字
を
用
い
る
の
も
、

十
字
賀
以
前
の
詩
に
は
見
ら

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
昭
一
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

三
七
頁



筑
波
中
居
文
化
論
叢
第
三
十
二
号

O 

三
八
頁

れ
ず
、

独
自
の
詠
じ
方
と
な
っ
て
い
る
。
李
賀
は
、

自
ら
新
た
な
表
現
を
生
み
出
し
た
り
、

社
詩
に
学
ん
だ
り
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま

に
火
勢
の
衰
え
た
灯
火
を
詠
じ
て
い
る
。

「
落
照
」

の
用
い
方
も
そ
の
一
環
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、

こ
こ
ま
で
本

節
で
取
り
上
げ
た
李
賀
の
詩
に
お
い
て
、

既
成
の
語
に
新
義
を
付
与
し
た
例
は
な
か
っ
た
。
李
賀
の

「
落
照
」

の
用
い
方
に
は
、

既
成

の
詩
語
の
意
欲
的
な
運
用
が
看
取
さ
れ
よ
う
。

四

李
賀
以
前
の
詩
賦
に
お
け
る

「
飛
蛾
」

に
つ
い
て

本
節
で
は
詩
賦
に
用
い
ら
れ
る

飛
蛾

の
語
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
飛
蛾
」

の
語
が
最
初
に
用
い
ら
れ
る
詩
は
、

張
協
(
二
六
五
0
・

1
一
一
二
五
)

σコ

「
雑
詩
十
首
」

〈
主
〈
一
〉

(
『
文
選
』
巻
二
九
。

ノL
ゴ二

一
四
句
)

で
あ
る
。

3
鯖
捌
吟
階
下

市主
虫f守

的1

階
下
に
吟
じ

4
飛
蛾
払
明
燭

飛
蛾

明
燭
を
払
う

5
君
子
従
遠
役

君
子

後ピ遠
独ff交
をに
守従
るし、

6
佳
人
守
殺
独

佳
人

「
鯖
鯛
」

は
こ
お
ろ
ぎ
。

「
君
子
」

「
佳
人
」

斗
1

品、

こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
夫
と
妻
を
指
す
。

「
後
一
独
」

は
孤
独
の
こ
と
。

一
篇
は
、

一了
ペイ
z

役
に
出
た
ま
ま
帰
ら
な
い
夫
を
待
つ
妻
の
心
情
を
中
心
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
・
四
句
と
も
に
妻
の
孤
独
感
を
象
徴
的
に
示

す
措
辞
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

純
照
(
四

O
五
?
(
〉
四
六
六
)
一
」
斗
z

品、

「
飛
蛾
」

を
題
と
し
た
、

「
飛
蛾
賦
」

(
『
純
明
遠
集
』
巻
こ
が
あ
る
。



仙
鼠
伺
関

飛
蛾
候
明
。

-
。
凌
燥
煙
之
浮
景
、
赴
煎
焔
之
明
光
。
抜
身
幽
草
下
、

飛
蛾
は
明
る
き
を
候
つ
。

本
軽
死
以
滋
得
、
錐
燦

皐
命
在
此
堂
。

嫡
主
〈
何
傷
(
仙
鼠
は
問
簡
を
向
い
、

-
・
・
。
燥
煙
の
浮
景
を
凌
ぎ
、

照
焔
の
明
光
に
赴
く
。
身
を
幽
草
の

「
畢
命
」
や
「
軽
死
」

下
に
抜
き
、
命
を
畢
え
て
此
の
堂
に
在
り
。
本
死
を
軽
ん
じ
て
以
て
滋
え
得
て
、
燦
繍
す
る
と
雄
も
其
れ
何
を
か
傷
ま
ん
)
。

出
処
進
退
の
難
し
さ
を
比
喰
的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ

な
ど
、

生
死
に
関
す
る
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ヤ
フ
か
。

と
あ
る
よ
う
に
、
炎
の
照
り
を
舞
う
蛾
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
張
協
の
詩
と
同
様
で
あ
る
。

し
か
し

「
照
焔
の
明
光
に
赴
く
」

同
賦
の
よ
う
に
題
に

「
飛
蛾
」
が
用
い
ら
れ
る
作
品
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

謝
)挑

先
に
見
た
詩
と
は
違
っ
て
女
性
は
登
場
し
な
い
。

。〉

大了

に
も
「
飛
蛾
」
が
見
え
て
い
る
。

(
『
玉
台
新
一
一
誠
』
巻
回
。

全
八
句
)

5
飛
蛾
再
三
繰

四
ノ¥

四

四
九
九

飛
訴え

再
三
繰
り

6
軽
花
四
五
重

7
孤
対
相
思
タ

8
空
照
舞
衣
縫

軽
花

四
五
重
な
る

孤
り
対
す

相
思
の
夕
べ

空
し
く
照
ら
す

舞
衣
の
縫

蛾
が
ぐ
る
ぐ
る
と
飛
び
ま
わ
り
、

火
花
が
散
る
よ
う
に
灯
火
が
燃
え
る
こ
と
を
い
う
。
第
七
・
八
句
は
、
舞
い
の
た
め
の
衣
装
を
身

孤
独
な
女
性
と

「
飛
蛾
」
が
取
り
合
わ

に
つ
け
た
女
性
が
棺
手
を
患
い
な
が
ら
灯
火
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
す
を
描
写
し
て
い
る
。

次
に
、

イ可
遜

せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
張
協
「
雑
詩
十
首
」

の

〈主〈一〉

と
の
共
通
点
が
あ
る
。

(
四
七
二
0
・
1
五
一
九
?
)

「
秋
タ
歎
白
髪
詩
」

は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る

(
『
何
水
部
集
』
。

全
二
六
句
)

で
あ
ろ
う
か
。
第
十
九
匂
か
ら
引
こ
う
。

月
色
臨
窓
樹

虫
声
当
戸
枢

月
色

窓
樹
に
臨
み

虫
jココ

戸
枢
に
当
た
る

十
字
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

三
九
一
員
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飛
蛾
払
夜
火

飛
蛾

夜
火
を
払
い

墜
葉
舞
秋
株

墜
葉

火
未
こ
埠
う

ヰ
A
1
b
F
V
l
I
4
3

「
戸
枢
」

は
と
ぼ
そ
。

月
光
が
窓
辺
の
樹
木
に
注
、
ぎ
、

虫
の
鳴
く
音
が
戸
口
か
ら
入
り
込
む
。
蛾
は
夜
の
灯
火
を
払
う
よ
う
に
飛
び
、

落
ち
葉
は
樹
木
の
根
本
に
舞
う
。
第
二
十
一
句
は
も
と
よ
り
、
第
二
十
句
に
は
虫
の
音
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

張
協
「
雑
詩

十
首
」

〈

主

〈

一

〉

を
承
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、

「
秋
タ
歎
白
髪
詩
」

に
孤
独
な
女
性
の
イ
メ
!
ジ
は
な
い
た
め
、

そ
の
点
に
何
遜
の
独
自
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
十
二
句
の

安F

は
李
賀
の
当
該
句
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
直
接
的

な
影
響
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

両
者
と
も
蛾
や
落
ち
葉
の
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
空
中
を
た
だ
よ
う
も
の
に
対

し
て

「舞」

を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

庚
信
(
五
一
三
(
)
五
八
二

。〉

「
対
燭
賦
」

(
『
庚
子
山
集
』
巻
二

に
も
「
飛
蛾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

傍
垂
細
一
溜
、

上
繰
飛
蛾
。
光
清
寒
入
、

焔
暗
風
過

(
傍
ら
に
は
綿
一
溜
垂
れ
、

上
に
は
飛
蛾
繰
る
。

光
清
ら
か
に
寒
さ
入
り
、

焔

結
く
し
て
風
過
ぐ
)
。

の
冒
頭
に
は
、

「
竜
沙
雁
塞
早
応
寒
、

天
山
月
、
役
客
衣
単
(
竜
沙

灯
火
の
光
は
清
ら
か
で
寒
さ
が
忍
び
寄
り
、

早
に
応
に
寒
か
る
べ
く
、

雁
塞

風
が
吹
い
て
炎
が
暗
く
な
る
と
い
う
。
賦

月
没
し
て
客
衣
単
な
ら

天
山

蝋
が
溶
け
て
垂
れ
、

蛾
が
め
ぐ
っ
て
い
る
。

ん
ご

と
あ
っ
て
、
妻
が
戦
役
に
出
か
け
て
薄
い

「
客
衣
」

を
羽
織
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
夫
を
想
像
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
対
燭

日武

に
お
け
る

「
飛
蛾
」

も
孤
関
の
女
性
が
過
ご
す
夜
の
情
景
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
唐
代
以
前
の
詩
賦
に
用
い
ら
れ
た

「
飛
蛾
」

の
用
例
を
列
挙
し
て
き
た
。

用
例
が
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、

す
べ
て
灯
火
の

周
り
を
飛
ぶ
蛾
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
う
し
た
情
景
は

飛
蛾

の
語
を
用
い
る
際
の
固
定
的
な
モ
チ

i

フ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
麿
詩
に
お
い
て
も
同
様
の
用
い
方
が
盛
行
す
る
こ
と
と
な
る
。



『
全
唐
詩
』
に

「
飛
蛾
」

つ
-
き
ま
、

f
u
=
=
n
H
》

L
V

十
二
例
を
数
え
る
が
、

そ
の
う
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
灯
火
と
と
も
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
李
賀
以

前
の
用
例
を
中
心
に
確
認
し
て
い
こ
う
。

。〉

「
春
帰
」

(
『
石
倉
歴
代
詩
選
』
巻
二
六
。

ま
ず
、

3
暗
梁
間
語
燕

徐
彦
伯

(
?
i
七
一
回
)

倍
、
梁
に
語
燕
を
聞
き

4
夜
燭
見
飛
蛾

9
有
使
通
西
極

ω
繊
主
国
寄
北
河

日
年
光
只
恐
尽

ロ
征
戦
莫
陵
詑

夜
燭
に
飛
蛾
を
見
る

使
い
の
西
極
に
通
ず
る
有
り
て

繊
書

北
河
に
寄
す

年
光
の
只
尽
き
ん
こ
と
を
恐
る

征
戦

陸
詑
た
る
こ
と
莫
か
れ

詩
の
末
患
は
、
時
間
の
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
の
が
恐
ろ
し
い
か
ら
、

す
を
、

飛
蛾

妻
が
夫
の
帰
還
を
望
む
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、

を
用
い
て
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

静
維
翰
の

「
春
夜
裁
縫
」

珠
箔
因
風
起

飛
蛾
入
最
能

不
教
人
夜
作

方
便
殺
明
灯

(
『
唐
詩
紀
事
』
巻
二

O
。
全
四
匂
)

珠
箔

入風
るに
こ因
とり
最て
も起
ム1-， ， 
!mJ: '-

くり
す

飛
蛾

方人
にを
{更し
ち て
明夜
灯作
をせ
殺2し
るめ

ず

十
字
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

全
一
二
匂
)

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ど
う
か
戦
の
中
で
時
を
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

張
協
や
謝
眺
の
例
の
よ
う
に
、

も、

「
春
帰
」

孤
独
な
女
性
の
寂
し
げ
な
よ
う

と
同
じ
く
春
の
夜
を
背
景
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

四
一
頁
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二
頁

「
珠
箔
」

は
珠
簾
に
向
じ
で
美
し
い
す
だ
れ
の
こ
と
。

風
が
吹
い
て
す
だ
れ
が
巻
き
あ
が
り
、

蛾
が
舞
い
込
み
ゃ
す
く
な
っ
た
。
蛾

が
う
る
さ
く
て
裁
縫
も
で
き
な
い
の
で
灯
芯
を
削
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

詩
題
に

「
裁
縫
」

と
あ
る
が
、

空
間
を
守
る
孤
独
な
女

性
で
あ
る
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

本土
甫

(
七
一
一
一

i
七
七

O
)
。〉

「
写
懐
二
首
」

〈
主
(
二
〉

(
『
社
詩
詳
註
』
巻
二

O
。
全
二
回
匂
)

は
、
『
杜
詩
詳
註
』
が
、

「
次
歎
人

情
之
迫
於
名
利
者
(
次
は
人
情
の
名
利
に
迫
る
者
を
歎
く
ご

と
い
う
よ
う
に
、

名
利
を
求
め
る
者
た
ち
に
対
す
る
杜
甫
の
述
懐
で
あ

る
。
末
尾
近
く
に

「
飛
蛾
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

初
転
使
飛
蛾
密

君
看
よ

転
た
飛
蛾
を
し
て
密
な
ら
し
む
る
を

灯
燭
張
ら
ば

ゆ
君
看
灯
燭
張

『
杜
詩
詳
註
』

は
二
句
に
つ
い
て
、

「
飛
蛾
赴
燭
、

談
其
滅
身
市
不
藤
山
山

飛
蛾

燭
に
赴
く
は
、

主
(
れ
身
を
滅
し
て
顧
み
ざ
る
を

議
る
な
り
ご

と
い
う
。

灯
火
に
群
が
る
蛾
は
名
利
を
求
め
る
者
た
ち
の
象
徴
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
十
匂
に

対
し
て
『
社
詩
詳
註
』

は
張
協
の
句
を
引
い
て
い
る
、
が
、

「
飛
蛾
」
が
灯
火
に
集
ま
る
こ
と
に
議
刺
の
意
味
を
込
め
た
の
は
杜
甫
の
創

意
に
な
ろ
う
。

3
飛
蛾
繰
残
燭

飛
蛾

残
燭
をの
焼尽「
り郁

郭

王
人

(
『
王
司
馬
集
』
巻
一
。

全
一
六
匂
)

に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

王
建

(
七
六
六
?
(
〉
八
三
四
?
)

4
半
夜
人
酔
起

半
夜

人

酔
起
す

ヰ
ア
占
華
『
王
建
詩
集
校
注
』

(
巴
萄
書
社
、

二

O
O
六
)
が
、

「
此
詩
写
自
己
投
宿
那
郡
客
館
、

溜
女
贈
其
締
被
禦
寒
、

使
作
者
非
常

感
動
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、
宿
泊
し
た
先
の
女
性
に
防
寒
着
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
三
句
は
宿
の
室

内
の
描
写
で
あ
り
、
第
四
句
の

「人」

は
王
建
自
身
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
女
性
が
登
場
す
る
点
に
お
い
て
、

六
朝
期
の
用
例
の
延
長



線
上
に
あ
る
。

子
和
十
五
年
(
八
二

O
)

て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

5
南
軒
夜
虫
織
己
促

6
北
嶋
腕
飛
蛾
続
残
燭

9
不
知
歳
晩
帰
不
帰

ω
又
将
時
限
縫
征
衣

の
進
士
で
あ
る
施
肩
吾
の

「
効
古
組
(
」

。
匂
)

は
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ

(
『
唐
詩
紀
事
』
巻
四
一
。

/¥ 
ゴニ

南
軒
の
夜
虫

織
る
こ
と
己
に
促
く

北
臓
の
飛
蛾

残
燭
を
繰
る

帰
る
や
帰
ら
ざ
る
や
を
知
ら
ず

又
時
限
を
将
て
征
衣
を
縫
う

歳
11免

戦
に
行
っ
た
夫
の
帰
り
を
待
つ
妻
を
詠
じ
る
際
に

「
飛
蛾
」

が
用
い
ら
れ
た
詩
と
し
て
は
、

張
協
「
雑
詩
十
首
」

〈
主
(
一
〉

や
徐
彦

伯
「
春
帰
」

い
ら
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

の
よ
う
な
前
例
が
あ
っ
た
。

「
夜
燭
」

こ
の
詩
も
そ
の
系
譜
に
連
な
る
用
例
で
あ
る
。

、
ノ
五
う
ミ
ヨ
1

3
4言
問
，
刀
口
灯

先
の
王
建
詩
と
同
じ
く

「
残
燭
」

こ
こ
ま
で
確
認
し
て
き
た

火
の
か
す
か
に
残
っ
た
灯
火
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

「
飛
蛾
」

を
用
い
た
詩
に
あ
っ
て
は
、

「
明
灯
」

「
夜
火
」

巨
村
A

沖
日

コ円
J

Z
山
川
叩

(
七
九
二

i
八
五
三
)

な
ど
の
語
が
併
せ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
た
が
、

σ〉

「
贈
内
人
」

の
転
・
結
句
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

斜
抜
玉
叙
灯
影
畔

刻
関
紅
焔
救
飛
蛾

=官

万
灯首
影唐
の人

iH14絶
ら 1]]

島出

巻
四

全
四
匂
)

斜
め
に
玉
叙
を
抜
く

紅
焔
を
刻
関
し
て
飛
蛾
を
救
う

ヰ
ア
占
華
『
張
砧
詩
集
校
注
』
(
甘
粛
文
化
出
版
社
、

は
宮
女
を
指
す
。
宮
女
が
叙
を

一
九
九
七
)

に
よ
れ
ば
、

「
内
人
」

こ
こ
で
の

こ
こ
ま
で
、

外
し
て
灯
の
中
に
か
ざ
し
、
蛾
を
火
か
ら
救
い
出
し
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

の
語
の
使
用
状
況
を
見
て
き
た
。
李
賀
以
降
の
例
を
通
覧
し
て

李
賀
以
前
の
例
を
中
心
に
、
唐
詩
に
お
け
る

飛
邸主

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田

四
三
頁
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も

「
飛
蛾
」

と
灯
火
が
と
も
に
詠
じ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、

わ
ず
か
に
李
商
隠
(
八
二
ニ

?
i
八
五
八
)
σ〉

「
鏡
栓
」

(
『
李
義
山
詩

集
』
巻
中
。

全
三
二
句
)

を
鎖
ざ
す
)
」

と
あ
る
。

「
斜
門
穿
戯
蝶
、

劉
学
館
・
〈
示
恕
誠
『
李
商
穏
詩
歌
集
解
』
(
増
訂
重
排
本
、
中
華
書
局
、

の
み
で
あ
る
。
第
十
五
・
十
六
匂
に
、

小
閑
鎖
飛
蛾

ヘ
、
寸
吐

T
ロH
J

f
β
示
日
i

戯
蝶
穿
ち
、

間

飛
蛾

二

O
O
四
)

斗
t
品
、

「
斜
門
」

の
句
に

つ
い
て
は
、

「
実
写
景
物
」

と
述
べ
て
実
景
と
捉
え
て
い
る
の
対
し
、

「
飛
蛾
」

の
語
に
つ
い
て
は
、

「
飛
蛾
喰
幽
居
女
子
」

と
い
っ
て
、

比
喰
的
な
用
法
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

実
景
と
し
て
の

「
飛
蛾
」

は
す
べ
て
灯
火
と
取
り
合
わ
せ
て

詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

仮
に
そ
う
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

李
商
隠
は
李
賀
以
降
の
詩
人
で
あ
る
か
ら
、

李
賀
の
時
点
で
の

「
飛
蛾
」

の
用
法
は
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

灯
火
の
ま
わ
り
を
飛
ぶ
蛾
の
モ
チ
!
フ
は
、

張
協
の

「
雑
詩
十
世
田
」

〈
其
二

を
鳴
矢
と
し
て
、

こ
れ
が
唐
詩
に
影
響
を
与
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
李
賀
以
前
の
詩
に
用
い
ら
れ
た

「
飛
蛾
」

は
、
灯
火
の
周
り
を
飛
び
回
る
蛾
と
し
て
一
一
諒
じ
ら
れ
て
い
る
点
で
ほ
ぼ
共
通

し
て
お
り
、

「
傷
心
行
」

。コ

「
落
照
」

の
句
も
同
様
に
解
釈
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

酔
一
ゴ
一

J

中
/
ナ
/

1
し

「
飛
蛾
」

の
語
に
は
女
性
の
イ
メ
ー
ジ

が
付
随
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、

「
傷
心
行
」

に
は
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
点
に
李
賀
の
独
自
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

五

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、

「
落
照
」

と

飛
蛾

の
語
を
取
り
上
げ
て
、

「
傷
心
行
」
第
六
句
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

「
落
照
」

に
つ
い
て
は
、

こ
の
語
に
新
義
を
見
出
し
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

既
成
の

語
に
新
た
な
語
義
を
見
出
す
と
き
、

そ
の
新
義
は
基
本
義
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
読
み
手
の
理
解
を
得
ら



れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
九
又

h
J
こ、

一
ム
日
制
パ
，
内
門
戸

}
ι
t

既
成
の
語
に
自
己
完
結
的
な
突
飛
な
新
義
を
付
与
す
る
の
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
李
加
国
(
は

「佐一初、じ
{

J

 

行」

に
お
い
て

「十洛昭…」

の
語
に
火
勢
の
落
ち
た
灯
火
と
い
う
新
義
を
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

方
世
挙
を
除
い
た
お
お
む
ね
の
解

釈
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、

李
賀
は
無
理
の
な
い
類
推
の
範
囲
で
既
成
の
語
に
新
義
を
見
出
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

過

去
に
な
か
っ
た
新
た
な
表
現
を
追
求
す
る
こ
と
は
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
詩
意
を
読
み
取
る
際
の
障
害
と
な
る
こ
と
も

あ
ろ
う
。

十
字
一
賀
は
、
新
た
な
表
現
の
追
究
と
読
み
手
の
想
定
と
い
う
詩
作
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
二
つ
の
側
面
に
気
を
配
り
な
が
ら

「
落
昭
一
」

の
語
を
用
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た

詩
語
の
語
義
は
常
に
一
義
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

李
賀
は

「
落
照
」

の
基
本
義
が
落
日
で
あ
る
こ
と
は
当
然
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

「
傷
心
行
」

。〉

「
落
照
」

が
火
勢
の
落
ち
た
灯
火
を

指
し
て
い
る
と
し
て
も
、

落
田
の
イ
メ
!
ジ
を
完
全
に
脱
落
さ
せ
た
の
で
は
、

か
え
っ
て
詩
の
奥
深
さ
を
見
過
ご
す
こ
と
に
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

風
雨
に
葉
が
散
る
も
の
寂
し
い
秋
の
夜
に
、

う
ら
ぶ
れ
た
部
屋
の
中
で
病
を
患
っ
た
李
賀
は
灯
火
を
見
つ
め
て
い
る
。

そ
の
火
の
中
に
李
賀
が
落
日
の
燃
え
る
よ
う
な
明
る
さ
を
想
像
し
な
か
っ
た
と
は
い
い
切
れ
な
い
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

灯
火
の

周
り
を
舞
う
蛾
と
い
う
伝
統
的
で
微
視
的
な
モ
チ
ー
フ
の
中
に
、
雄
大
な
落
日
の
イ
メ

i
ジ
を
重
ね
た
と
こ
ろ
に
、

李
賀
独
自
の
見
立

て
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

飛
邸主

の
語
に
つ
い
て
も
一
言
し
た
い
。
李
賀
以
前
の
詩
に
お
い
て

「
飛
峨
」

の
語
を
用
い
る
場
合
に
は
、

女
性
の
イ
メ
ー
ジ
が

付
随
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て

「
傷
心
行
」

こ
十
品
、

そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。

「
飛
蛾
」

の
語
を
語
り
手
の
境

遇
を
詠
じ
る
詩
句
に
応
用
す
る
こ
と
で
、

甘
美
な
叙
情
性
を
一
一
誠
い
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

清
・
察
衛
は
、

「
詩
是
無
益
、

知
其
不
可
為
而
為
之
、

可
か
ら
ざ
る
を
知
り
て
之
を
為
す
は
、

灯
蛾
の
火
に
赴
き
て
、

如

灯

蛾

之

赴

火

、

(

詩

は

走

れ

無

益

に

し

て

、

灯
熔
み
て
猶
飛
舞
す
る
が
如
き
な
り
三
)
」
と
述
べ
て
い
る
。
李
賀
が
、

灯
熔
市
猶
飛
舞
山
山

主
(
の
為
す

無
益
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
詩
作
を
続
け
る
の
は
、

灯
火
が
消
え
た
の
ち
も
蛾
が
舞
い
飛
ぶ
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。

こ
こ
で
の

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

四
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
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第
三
十
二
号

一一

O
一三

四
六
頁

「益」

と
は
現
世
的
な
利
益
で
あ
ろ
う
。

在
戸
こ
、

担
行
ド

J
J九

}
i
t

科
挙
受
験
を
阻
ま
れ
た
李
賀
に
と
っ
て
よ
か
、

詩
作
は
必
ず
し
も
栄
達
を
も
た
ら
す

も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

い
わ
ば
詩
作
そ
の
も
の
が
目
的
化
す
る
こ
と
で
、

従
来
の
表
現
を
乗
り
越
え
る
自
由
を

李
賀
は
手
に
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

思
う
よ
う
な
官
途
に
就
け
な
か
っ
た
こ
と
は
、

李
賀
に
大
き
な
不
遇
感
を
与
え
た
。

李
賀
に

と
っ
て
そ
れ
は
間
違
い
な
く
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
は
か
え
っ
て
間
違
に
な
り
、

前
代
の
規
範
的
な
表

現
か
ら
抜
け
出
て
い
る
。

個
々
の
表
現
の
分
析
を
抜
き
に
し
て
軽
々
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

詩
作
そ
の
も
の
が

E
的
化
す

る
こ
と
で
、

独
自
の
表
現
に
到
達
し
て
い
る
の
は
、

李
賀
詩
全
体
の
傾
向
で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
割
街
『
李
賀
詩
校
築
証
異
』
(
湖
南
出
版
社

九
九

O 

は

瓦
和
七
年

(
八
二
一
)

秋
の
作
で
あ
る
と
し
、

王
友
勝
・
李
徳
輝
「
李
賀
集
』
(
岳
麓
書

社
、
二

O
O
三
)

は
、
元
和
五
年

(
八
一

O
)
か
ら
元
和
八
年

)¥. 

の
間
の
作
で
あ
る
と
す
る
。

よ
本
論
で
は

「蛾」

と

蛾

の
異
同
に
つ
い
て
は
特
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。

両
字
は
字
形
や
発
音
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
部
分
的
に
は
通
用

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

よ
引
用
は
『
三
家
評
注
李
長
吉
歌
詩
』
(
中
華
書
局

一
九
五
九
)

所
収
、
『
李
長
吉
歌
詩
王
璃
禁
解
』
巻
二
に
拠
る
。

よ
王
埼
の
引
用
は

「容」

を

「鐙」

に
作
る
か

あ
る
い
は

「錯

を

「
備
」
に
作
る
の
が
正
し
い
。

よ
引
用
は
楊
家
絡
主
編
『
李
賀
詩
注
』
(
世
界
書
局

一
九
六
四

所
収
、
官
田
谷
集
』
巻
二
に
拠
る
。

よ
斉
藤
附
『
李
賀
』
(
漢
詩
大
系
二
ニ
、
集
英
社

一
九
六
七
)
、

比
留
間
一
成
『
李
賀
詩
集
』
(
中
国
の
詩
集
六
、

角
川
書
居
、

一
九
七
二
)
、

原
田
憲
雄

ヱ
，
ナ
賀
歌
詩
編

蘇
小
小
の
歌
』
(
東
洋
文
庫

一
九
九
八
)

を
参
照
し
た
。

な
お
、
荒
井
健
『
李
賀
』
(
中
国
詩
人
選
集
一
四
、
岩
波
書
府
、

九

五
九

黒
川
洋

『
李
賀
詩
選
』
(
岩
波
文
庫

一
九
九
三
)

に
「
傷
心
行
」

は
採
ら
れ
て
い
な
い
。

ミ
『
漢
語
大
詞
山
県
』
の

「
落
照
」

の
項
に
は

初
め
に
梁
の
簡
文
帝
・
薪
繍

(五

O
三
'za--J

五
五
一
)

に
よ
る

「
和
徐
録
事
見
内
人
作
臥
具
詩
」

(
『
玉
台
新

一
詠
』
巻
七
)

の
初
聯
で
あ
る

三
位
房
寒
自
娩

落
昭
一
度
窓
辺
」

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
最
古
例
で
は
な
い
。



長
∞
『
全
唐
詩
』

の
検
索
に
は

「
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
画
」

}-2万
一
¥
¥
の
円
。
×
円
・
。
「
加
¥
N
Y

を
用
い
た
。

以
下

司
様
。

ぷ
引
用
は
『
李
賀
詩
歌
集
注
』

(
上
海
人
民
出
版
社

九
七
七
)
所
収

『
李
長
吉
詩
集
批
注
』

に
拠
る
。

ご
C

た
だ
し

「
戦
地
晴
輝
薄

軍
内
暁
気
長
」

(
楊
巨
源

「
婚
隣
家
老
将
」

『
唐
詩
紀
事
』

巻

五

ペコ

「
扶
桑
寒
日
薄

不
照
万
丈
心
」

(
元
横

「一一一州{玉

二
首
」

〈
其
二
、
『
元
氏
長
慶
集
』
巻

峨
垢
山
下
少
人
行

娃
旗
無
光
日
色
薄
」

(
白
居
易

「
長
崎
山
歌
」

『
白
氏
長
慶
集
』
巻
二
一
)

の
よ
う
に

光
に
対
し
て

「薄」

字
を
用
い
た
類
例
は
あ
る
。

ご
一
例
え
ば

フE

積

「
和
友
封
題
関
善
寺
十
韻
」

(
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
二
)
こ
十
品

「
灯
籍
青
焔
短

香

印

白

灰

鈴

と
あ
り

白
居
易
「
不
睡
」

=司

白
香

山
詩
集
』
巻
一
九
)

lま

「
焔
短
寒
紅
尽
、
声
長
暁
漏
遅
」

と
あ
る
。

ご
M

例
え
ば

李
鹸
用
「
贈
陳
望
亮
」

完
全
唐
詩
』
巻
六
四
六
)
こ
十
小

「
秋
鐙
短
焔
難
盈
案
、
隣
燭
鈴
光
不
満
行
」
と
あ
り
、
唐
彦
謙
「
蒙
谷
山
」

=官

ノヘ
ゴニ

唐

詩
』
巻
八
八
五

lま

「
交
照
漫
信
文
成
術

短
燭
瑠
壇
漏
満
室
」

と
あ
る
。

ご
凶
先
述
し
た

「
日
田
谷
読
書

示
巴
童
」

も
含
め
る
と
李
賀
詩
全
体
に
は

「薄」

字
、
が
十
五
例
用
い
ら
れ
て
い
る

(
唐
文
・
尤
振
中
・
馬
思
委
・
劉
翠
霞
編

「
李
賀
詩
索
引
』

斉
魯
書
社

一
九
八
四
に
拠
る
)
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
詩
以
外
に
も
李
賀
独
自
の
詠
じ
方
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、

本
論
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
た
め
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

ヱ
ム
寒
い
室
内
と
灯
火
を
一
句
に
仕
立
て
た
例
と
し
て
、

社
甫
「
夜
」

(
『
社
詩
詳
註
』
巻
二

O

σ〉

「
絶
岸
嵐
威
動

寒
房
燭
影
微
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

ま
た

李
群
玉

「
雨
夜
口
五
長
宮
」

(
『
李
群
玉
詩
集
』
巻
上
)

lま

「
孤
灯
冷
素
盤

虫
響
寒
一
房
幽
」

と
あ
る
。

李
賀
の
詩
か
ら
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
。

毛
一
輝
珠
吋
李
群
玉
詩
歌
探
微
』
(
秀
威
資
訊
科
技
股
扮
有
限
公
奇
、

二

O
O
七
)

lま

「郷世」

と

幽

の
対
照
の
鮮
や
か
さ
を
指
摘

す
る
も
の
の
、
羊
春
秋
『
李
群
玉
詩
集
』
(
岳
麓
書
社
出
版

一
九
八
七
)

と
と
も
に
、

李
賀
詩
か
ら
の
影
響
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

ヱ
出
引
用
は
『
李
長
吉
集
』
(
福
建
人
民
出
版
社

O 

に
拠
る
。

ご
小
「
傷
心
行
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は

科
挙
の
受
験
を
阻
ま
れ
た

い
わ
ゆ
る

「
詳
事
件
」

よ
り
も
後
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

注
①
を
参
照
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
降
士
課
程
)

李
賀
「
傷
心
行
」
の
「
落
照
」
と
「
飛
蛾
」
に
つ
い
て
(
小
田
)

四
七
頁
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